
賢
愚
経
は
、
Ｂ
『
四
目
ご
餌
（
譽
嚥
物
語
）
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
、
撰
集
百

縁
経
（
勺
胃
ｇ
‐
官
四
目
烏
冒
‐
目
『
自
習
〕
四
‐
蟹
冨
冒
・
」
大
正
大
蔵
経
第
四
巻

ｚ
○
．
９
戸
影
印
版
西
蔵
大
蔵
経
第
四
○
巻
ｚ
○
．
己
届
）
と
密
接
な
関
係

に
あ
る
佛
教
説
話
集
で
あ
る
。
「
賢
愚
経
」
と
い
う
経
名
は
、
伝
え
る
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、
漢
訳
さ
れ
た
種
☆
の
説
話
を
集
め
て
一
本
と
し
た
も
の
に

中
国
人
（
沙
門
恵
朗
）
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら

そ
れ
は
、
恐
ら
く
「
善
悪
種
均
の
曹
職
物
語
を
集
め
た
も
の
」
と
い
う
意

味
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
賢
愚
経
は
、
中
国
に
お
い
て
、
漢
訳
さ
れ
て

あ
っ
た
説
話
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
最
初
か
ら
一
つ
の
原
本
と
し

て
与
え
ら
れ
て
あ
っ
た
わ
け
で
な
く
、
従
っ
て
経
名
も
、
中
国
人
に
よ
る

命
名
で
あ
っ
て
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
名
の
訳
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。ま
ず
、
本
書
「
蔵
漢
対
訳
賢
愚
経
」
の
紹
介
を
始
め
る
に
当
っ
て
、

そ
れ
に
先
立
っ
て
、
賢
愚
経
に
つ
い
て
の
ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
を
簡
単
に

述
べ
て
お
き
た
い
。
し
か
し
、
賢
愚
経
に
関
す
る
紹
介
・
研
究
は
、
案
外

に
少
な
く
、
干
潟
龍
祥
著
「
本
生
経
類
の
思
想
史
的
研
究
」
（
東
洋
文
庫

昭
和
二
九
年
）
一
二
九
頁
’
一
三
○
頁
そ
の
他
で
簡
単
に
紹
介
さ
れ
て
い

高
橋
盛
孝
著

「
蔵
漢
対
訳
賢
愚
経
」

一

『

小

lll

一

乗

る
だ
け
で
は
な
か
ろ
う
か
。
従
っ
て
い
ま
は
、
本
書
の
著
者
に
よ
っ
て
発

表
さ
れ
て
い
る
論
文
「
賢
愚
経
と
ザ
ン
・
ル
と
（
東
方
学
第
二
六
種
）

や
、
「
賢
愚
経
探
査
記
」
（
日
本
西
蔵
学
会
会
報
第
九
号
）
に
基
い
て
、

そ
れ
を
略
説
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

賢
愚
経
は
、
現
在
的
に
は
、
漢
訳
と
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
、
そ
れ
に
蒙
古
語

訳
と
し
て
も
与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
、
漢
訳
は
慧
覚
等
（
慧
徳
、
曇

覚
な
ど
）
の
訳
と
さ
れ
、
諸
異
本
を
数
え
る
が
、
大
正
大
蔵
経
第
四
巻
本

縁
部
下
ｚ
ｏ
出
Ｂ
に
大
体
の
校
正
が
な
さ
れ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

チ
ベ
ヅ
ト
語
訳
は
、
諸
大
蔵
経
に
収
録
さ
れ
、
北
京
版
（
影
印
版
第
四

○
巻
ｚ
○
．
己
呂
）
で
は
諸
経
部
（
己
旦
○
ｍ
目
餌
‐
前
言
鵯
）
に
先
に
掲
げ
た

撰
集
百
縁
経
な
ど
と
共
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
デ
ン
カ

ル
マ
目
録
を
は
じ
め
と
し
て
諸
版
に
お
い
て
、
「
シ
ナ
か
ら
の
訳
（
侭
冒

旨
、
冨
唱
員
‐
ｇ
）
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
経
名
も
↓
《
国
号
目
の
匡
冒
口

呂
＄
‐
ご
甲
冨
冨
日
８
こ
（
賢
愚
と
い
う
経
）
と
い
う
漢
訳
名
「
賢
愚
経
」

そ
の
ま
ま
の
訳
出
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
漢
訳
か
ら
の
重
訳
本
と
見

倣
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
か
ら
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
名
を

知
る
と
い
う
一
般
的
な
仕
方
も
、
本
経
の
場
合
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
ナ
ル

タ
ン
版
そ
の
他
に
。
四
日
四
目
鼻
○
‐
３
日
Ｐ
‐
の
目
国
と
い
う
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
名
が
見
出
さ
れ
る
が
、
よ
く
解
読
で
き
ず
、
正
し
く
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

名
で
あ
る
か
否
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
訳
者
に
つ
い
て
も
デ
ル
ゲ
版

と
ナ
ル
タ
ン
版
の
総
目
録
に
。
ｇ
の
‐
四
号
（
法
成
）
の
名
が
見
え
る
の
み
で

あ
る
。
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
訳
に
基
い
て
、
賢
愚
経
の
ド
イ
ツ
訳
を
試
み
た
も
の
と

し
て
、
呼
冒
昌
鼻
自
白
＆
國
号
目
の
亘
昼
昌
」
且
閏
号
門
急
２
ｍ
。
巨
昌

号
Ｈ
Ｈ
ｇ
Ｈ
（
陣
．
勺
①
訂
肖
号
冒
品
》
屋
ら
）
が
あ
る
。
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蒙
古
語
訳
は
、
参
見
し
て
い
な
い
が
昌
侭
臼
‐
琶
旨
ご
巴
昌
（
比
嶮
諏

海
）
の
題
名
を
有
し
、
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
訳
（
特
に
北
京
版
）
か
ら
の
訳
出
で
な

い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

い
ま
漢
訳
と
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
品
数
の
上
で
、
漢

訳
六
九
品
、
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
五
一
品
（
後
に
関
説
す
る
如
く
、
中
に
は
五
二

品
の
も
あ
る
）
と
相
異
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
順
序
も
甚
し
く
相
異

し
て
い
る
。
従
っ
て
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
が
現
存
の
大
正
大
蔵
経
に
収
録
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
漢
訳
本
か
ら
の
そ
の
ま
ま
の
重
訳
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
し
か
し
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
が
、
と
も
あ
れ
漢
訳
か
ら
の
重
訳
で
あ

ろ
う
こ
と
は
疑
い
な
く
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
著
者
が
、
内
容

の
上
か
ら
少
し
く
論
証
し
て
い
る
（
「
賢
愚
経
と
ザ
ン
・
ル
ン
」
四
九
頁
下
）
。

ち
な
み
に
、
大
谷
大
学
所
蔵
の
チ
ベ
ッ
ト
蔵
外
文
献
の
中
に
も
、
目
下

整
理
中
で
は
あ
る
が
、
賢
愚
経
が
二
本
ま
ぎ
れ
込
ん
で
い
る
の
が
見
出
さ

れ
て
い
る
。
い
ま
仮
り
に
、
そ
れ
ら
を
Ａ
本
、
Ｂ
本
と
し
て
簡
単
に
紹
介

し
て
お
く
。
Ａ
本
ｐ
ｌ
患
］
枚
）
は
、
完
全
な
単
行
本
と
見
倣
さ
れ
、

紙
型
届
．
、
×
ｇ
、
○
日
に
印
刷
さ
れ
、
板
型
は
「
×
劃
胃
冒
で
、
行
数
は

六
行
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
に
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
名
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
名

と
が
記
さ
れ
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
名
は
先
に
示
し
た
ナ
ル
タ
ン
版
の
と
同

じ
で
あ
る
・
北
京
版
と
の
相
異
は
、
タ
イ
ト
ル
の
直
後
に
あ
る
盲
目
‐
冒

目
苧
冒
に
続
い
て
、
烏
○
口
‐
○
品
聰
口
冒
旨
冒
苫
叩
官
印
冒
匡
。
（
三
宝

に
敬
礼
す
る
）
の
一
文
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
五
一
章
で
終
ら
ず
に

第
五
二
章
ま
で
を
含
ん
で
い
る
こ
と
、
及
び
、
奥
書
（
嘆
徳
文
の
よ
う
な

も
の
）
が
約
一
葉
裏
表
に
わ
た
っ
て
附
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
中
、
内
容
的
に
第
五
二
章
ま
で
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
著
者

に
よ
れ
ば
℃
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
訳
本
と
し
て
は
ロ
ン
ド
ン
大
学
蔵
本
の
み
と
い
う

こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
Ａ
本
が
そ
れ
と
同
一
本
で
あ
る
か
否
か
は
と
も

か
く
、
資
料
の
上
で
大
変
に
興
味
深
い
一
本
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る

管
見
す
る
に
、
こ
の
Ａ
本
の
第
五
二
章
の
品
名
は
Ｈ
閏
巴
‐
冒
呂
‐
３
‐
号
巨

］
の
言
と
あ
る
か
ら
、
多
分
、
漢
訳
の
第
七
品
「
須
閣
提
品
（
須
閣
多
太

子
本
生
）
」
に
概
当
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
と
よ
り
、
前
五
一
章

の
中
に
、
こ
の
品
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

吹
に
、
Ｂ
本
（
笛
》
］
呂
卜
置
枚
）
は
、
ナ
ル
タ
ン
版
の
別
刷
で
あ
っ
て

紙
型
扇
×
畠
・
目
に
印
刷
さ
れ
、
板
型
は
巨
×
認
・
留
日
で
、
行
数
は
七

行
で
あ
る
。
北
京
版
と
の
相
異
と
し
て
は
、
Ａ
本
と
同
じ
く
、
９
日
‐
冒

目
国
‐
宮
に
続
い
て
、
烏
且
‐
冒
呂
凋
鳴
巨
冒
厨
冒
冒
叩
茸
、
冒
匡
○
（
三

宝
に
敬
礼
す
る
）
の
一
文
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
本
書
「
蔵
漢
対
訳
賢
愚
経
」
は
、
序
文
と
本
文
と
索
引
と
か

ら
成
る
六
三
九
頁
に
及
ぶ
大
著
で
あ
り
、
し
か
も
著
者
が
序
文
に
述
零
へ
て

い
る
如
く
、
ミ
ス
・
プ
リ
ン
ト
を
免
が
れ
る
た
め
に
、
手
写
の
稲
本
を
そ

の
ま
ま
写
真
に
と
っ
て
製
本
し
た
縦
三
十
二
セ
ン
チ
、
横
二
十
六
セ
ン
チ

の
大
型
本
で
あ
る
。

序
（
五
’
七
頁
）
で
は
、
本
経
の
チ
、
ヘ
ッ
ト
語
訳
出
者
と
看
倣
さ
れ
る

。
冒
叩
‐
唱
号
（
法
成
）
に
関
説
さ
れ
て
い
る
の
が
注
意
さ
れ
る
。
そ
れ
以

外
の
本
経
に
つ
い
て
の
解
題
な
ど
は
、
先
に
示
し
た
如
き
二
論
文
に
お
い

て
、
著
者
に
よ
っ
て
す
で
に
公
表
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
殆
ん
ど
省

略
さ
れ
て
い
る
。
チ
￥
ヘ
ッ
ト
訳
の
訳
出
者
に
つ
い
て
の
関
説
と
い
う
の
は

二
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「
法
成
」
が
漢
人
で
あ
る
と
い
う
説
が
学
界
で
の
定
説
と
な
り
つ
つ
あ
る

現
状
に
対
す
る
疑
問
を
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
略
説
す
れ
ば
、
〃
法

成
の
こ
と
を
凋
○
ぃ
ｇ
ｏ
“
‐
唱
号
と
い
う
の
は
、
「
呉
法
成
」
の
音
訳
で

あ
り
、
法
成
（
呂
○
の
‐
唱
弓
）
な
る
名
前
に
肩
。
』
蔚
○
“
（
呉
）
と
い
う

漢
の
姓
を
冠
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
彼
は
漢
人
で
あ
る
″
と
い
う
説
を
、

龍
谷
大
学
の
上
山
大
峻
氏
の
研
究
に
依
っ
て
取
り
あ
げ
、
そ
の
所
説
に
対

す
る
疑
問
を
四
つ
の
点
で
披
瀝
し
、
そ
し
て
法
成
は
や
は
り
チ
、
ヘ
ッ
ト
人

で
は
な
か
ろ
う
か
と
の
著
者
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

本
文
（
八
’
五
七
三
頁
）
で
は
、
賢
愚
経
の
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
訳
文
が
一
句
づ

っ
示
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
、
必
要
と
思
わ
れ
る
語
意
、
漢
訳
か
ら
の
直

訳
（
和
訳
）
文
、
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
訳
の
異
版
と
の
校
異
が
、
川
次
に
示
さ
れ
て

い
る
。
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
は
、
の
呂
目
骨
訳
本
を
底
本
と
し
（
従
っ
て
第
五

一
章
ま
で
を
研
究
対
象
と
し
第
五
二
章
は
省
か
れ
て
い
る
）
、
ロ
ー
マ
ナ
ィ

ズ
し
て
掲
げ
て
い
る
。
漢
訳
は
、
鉄
眼
本
に
依
っ
て
、
チ
・
ヘ
ッ
ト
訳
文
と

一
致
す
る
も
の
は
鉄
眼
本
を
直
訳
し
、
一
致
し
な
い
部
分
に
は
、
チ
↓
ヘ
ッ

ト
訳
か
ら
の
口
語
訳
を
与
え
て
い
る
。
異
版
と
の
校
異
は
、
ロ
ン
ド
ン
大

学
蔵
本
と
北
京
版
と
の
二
版
に
よ
っ
て
行
な
っ
て
い
る
。
い
ま
そ
の
一
例

（
九
頁
）
を
示
す
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

命
ｌ
届
）
胃
○
日
‐
匡
巴
〕
合
旦
院
、
Ｐ
‐
〕
届
き
四
‐
号
同
冒
凋
“
‐
ロ
四
砿
一

睡
ｐ
‐
昌
四
》
丙
四
‐
冒
倭
》
、
す
い
ず
い
伊
口
‐
口
曾
》
唾
屍
註
歸
拭
Ｃ
口
ご
Ｐ
》
芦
『
ご
ｏ
Ｈ
①
や

ぬ
ゅ
早
口
四
古
色
》
吾
①
笥
匡
２
①
ゆ
ず
○
口
勝
昌
ゆ
む
①
扇
○
口
。
（
ｇ
と

。
①
》
什
彦
四
斤
』
］
戸
の
》
］
汁
》
庁
○
・
・
・
・
・
・
（
の
い
、
）

屋
〕
陰
い
め
‐
勺
凹
》
庁
Ｃ
Ｐ
石
も
粍
○
四
○
戸
（
昌
四
函
司
）

（
訳
）
す
す
ん
で
佛
所
に
い
た
り
（
鉄
）
Ｂ
は
右
側
よ
り
の
句
あ
り
。

（
校
異
）
嘔
‐
ロ
Ｐ
…
陵
喝
閉
さ
噸
‐
］
国
〔
逼
隙
》
ｇ
ｏ
局
蒟
胃
‐
富
且

陰
ｇ
ｏ
昌
昌
、
蝉
一
○
ｍ
“
）
庁
ロ
①
巴
邑
①
晨
画
由
仁
〕
○
．
函
騨
。
‐
ロ
Ｐ
・
・
・

こ
の
中
で
、
チ
ー
ヘ
ッ
ト
語
の
語
意
や
校
異
の
と
こ
ろ
に
あ
る
英
訳
の
後

の
（
）
内
の
数
字
は
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ダ
ス
蔵
英
字
害
（
ロ
隠
ゆ
Ｐ

鈩
貝
胃
冨
］
〕
‐
屑
冒
唱
昏
冒
ｏ
茸
○
国
騨
昌
・
》
Ｒ
ざ
員
国
』
己
ｓ
）
の
頁
数
で
あ

る
。
Ｂ
は
ロ
ン
ド
ン
大
学
蔵
本
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
本
、
Ｃ
は
北
京
版
の
チ
ベ

ッ
ト
訳
本
で
あ
る
。
壁
頭
の
ａ
ｌ
屋
）
は
、
、
目
目
鼻
本
の
三
頁
十
三

行
目
の
意
味
で
あ
る
。

こ
の
一
例
に
示
さ
れ
て
い
る
如
き
内
容
を
も
っ
て
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
賢
愚

経
全
文
の
一
句
一
句
が
、
漢
訳
と
の
対
照
の
下
で
、
校
合
さ
れ
つ
つ
必
要

に
応
じ
て
解
読
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。
著
者
が
長
年
に
わ
た
っ
て
逐
次
整

理
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
偲
ば
れ
る
大
変
な
労
作
で
あ
る
。

こ
の
一
大
労
作
を
眼
前
に
し
て
少
し
く
時
路
を
覚
え
る
が
、
二
、
三
の

点
に
つ
い
て
筆
者
の
勝
手
な
希
望
を
述
べ
て
み
た
い
。

①
本
書
は
、
す
で
に
明
ら
か
な
如
く
、
賢
愚
経
の
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
訳
本
を
資

料
の
中
心
と
し
た
も
の
て
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
を
中
心
に
漢

訳
と
の
対
照
の
下
で
、
そ
の
解
読
を
試
み
た
も
の
と
い
え
る
の
で
あ
っ
て

賢
愚
経
の
チ
↑
、
ヘ
ッ
ト
訳
に
対
す
る
⑳
呂
目
号
に
続
く
研
究
で
あ
る
。
も

と
よ
り
降
冒
昌
烏
の
場
合
と
異
な
り
、
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
訳
の
完
全
な
解
読
を

期
し
た
も
の
、
或
は
期
そ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
賢
愚

経
の
資
料
の
整
理
ｌ
チ
。
ヘ
ッ
ト
訳
と
漢
訳
と
の
対
照
ｌ
を
目
的
と
し

た
研
究
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
勝
手
な
希
望
で
は
あ
る
が
、
著
者
自

が
ら
も
悔
ん
で
い
る
よ
う
に
、
デ
ル
ゲ
版
と
の
対
校
の
完
全
を
期
し
て
い

な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
佛
教
文
献
に
し
て
大
蔵
経
所
録
の
も
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の
は
、
何
と
い
っ
て
も
デ
ル
ゲ
版
を
最
も
重
要
視
す
る
必
要
が
あ
る
か
と

思
わ
れ
る
。
賢
愚
経
の
場
合
で
も
、
著
者
が
日
本
西
蔵
学
会
会
報
第
九
号

「
賢
愚
経
探
査
記
」
に
述
べ
て
い
る
如
く
、
「
デ
ル
ゲ
版
は
、
碩
学
の
手

で
出
来
得
る
限
り
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
標
準
形
に
近
づ
け
た
も
の
で
な
い

か
と
い
う
感
じ
を
受
け
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
特
に
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
訳
が

漢
訳
か
ら
の
重
訳
で
あ
る
場
合
に
は
、
デ
ル
ゲ
版
の
必
要
度
は
よ
り
高
い

と
い
え
よ
う
。
最
も
現
在
的
に
は
、
本
経
の
デ
ル
ゲ
版
と
の
対
校
は
、
東

京
・
東
洋
文
庫
や
高
野
山
大
学
な
ど
で
可
能
で
あ
る
。

②
漢
訳
、
及
び
口
語
訳
の
と
こ
ろ
で
は
、
漢
訳
は
漢
文
の
ま
ま
で
示
す

べ
き
で
あ
り
、
さ
ら
に
も
し
加
え
る
な
ら
ば
、
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
訳
の
解
読
（
口

語
訳
）
を
別
途
に
試
み
る
こ
と
が
望
ま
し
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

チ
ベ
ッ
ト
訳
と
漢
訳
と
が
、
前
後
関
係
や
意
味
内
容
か
ら
一
致
し
て
も
、

必
ず
し
も
語
意
の
上
で
充
分
で
な
い
場
合
が
多
く
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
本
経
の
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
訳
が
、
現
存
の
漢
訳
か
ら
の
忠
実
な
直
訳
態
で

な
い
こ
と
か
ら
、
充
分
に
予
想
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一
例
（
四
六

○
頁
）
を
示
す
と
、

（
画
、
つ
’
四
］
）
Ｑ
の
‐
己
四
の
Ｈ
、
〕
Ｎ
色
甲
己
○
の
詳
電
四
国
９
吋
四
口
‐
め
Ｈ
○
コ
印
己
Ｈ
ｐ
］
１
℃
四
め

い
目
３
ｍ
も
⑳
冨
言
］
］
ム
ロ
殴
旦
四
己
副
四
号
昌
騨
Ｈ
‐
ロ
陽
一

（
画
切
Ｃ
ｌ
図
画
）
も
ぽ
園
］
‐
Ｑ
の
ｌ
副
一
ｐ
Ｑ
Ｈ
四
口
１
ｍ
Ｈ
Ｏ
ｐ
Ｈ
印
〕
。
‐
も
四
伝
○
コ
－
ず
ｐ
‐
一
四
も
画
ロ
］
‐
］
○

と
い
う
チ
ベ
ッ
ト
訳
文
に
対
し
て
、
そ
の
（
訳
）
と
し
て
漢
訳
の
直
訳
文

を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
次
の
如
く
、

「
即
ち
語
の
如
く
弁
じ
、
（
鉄
）

食
し
己
り
還
り
去
る
。
明
日
に
至
り
、
旧
仙
飛
び
来
り
。
（
鉄
）
」

と
い
う
訳
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
漢
訳
の
直
訳
文
は
必

ず
し
も
チ
↓
ヘ
ッ
ト
訳
と
一
致
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
や
は
り
、
漢
訳
は

漢
文
そ
の
ま
ま
で
示
し
て
お
き
、
加
え
て
チ
零
ヘ
ッ
ト
訳
の
解
読
文
を
別
に

示
す
必
要
が
あ
る
か
に
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
解

読
を
試
み
る
と
、

「
か
く
し
て
、
王
は
ま
た
、
化
仙
に
い
わ
れ
た
通
り
に
肉
と
魚
と
を
調

合
し
て
、

そ
の
翌
日
、
老
仙
が
来
た
の
で
献
上
し
た
」

と
い
う
ほ
ど
の
文
意
と
な
る
か
と
思
わ
れ
る
。
も
と
よ
り
、
著
者
は
、
チ

ベ
ッ
ト
訳
の
解
読
を
目
的
と
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
「
蔵
漢
対
照
」
と
い

う
整
理
を
研
究
の
目
的
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
全
く
の
筆
者

の
勝
手
な
希
望
と
い
う
他
は
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
・

索
引
（
五
七
四
’
六
三
九
頁
）
は
、
賢
愚
経
本
文
の
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
訳
を
中
心

と
し
た
索
引
（
中
に
は
還
元
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
も
含
ま
れ
て
い
る
）
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
書
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
用
例
箇
所
が
示

さ
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
こ
に
は
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ダ
ス
蔵
英
字
書

を
は
じ
め
と
す
る
諸
辞
典
に
よ
っ
て
の
英
訳
や
、
漢
訳
、
及
び
著
者
が
本

書
で
用
い
た
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
三
本
の
校
異
ま
で
も
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
筆
者
の
勝
手
な
希
望
も
交
え
て
、
本
書
の
紹
介
を
行
な
っ
た
の

で
あ
る
が
、
最
後
に
本
書
の
著
者
と
賢
愚
経
と
の
因
縁
を
鑑
み
て
、
著
者

の
長
年
に
わ
た
る
御
苦
労
に
甚
深
の
敬
意
を
表
し
た
い
。
著
者
と
賢
愚
経

と
の
因
縁
に
つ
い
て
は
、
著
者
自
ら
に
よ
っ
て
、
先
に
示
し
た
「
賢
愚

経
探
査
記
」
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
著
者
の
専
門
は
中
国
文
学

三
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（
Ｑ
〕
旨
の
の
①
巨
甫
国
言
］
●
の
）
で
あ
り
、
著
者
は
賢
愚
経
を
一
つ
の
佛
典
と

、
、
、
、
、
、
、

見
る
立
場
に
立
っ
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
よ
き
民
話
の
材
料
と
し
て
注

意
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
注
意
は
、
大
正
九
’
十
二
年
頃
か
ら
は

じ
ま
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
実
に
著
者
と
賢
愚
経
と
の
因
縁
は
半
世

紀
に
も
及
ぶ
の
で
あ
る
。
し
か
も
単
に
時
間
的
に
長
い
ば
か
り
で
な
く
、

著
者
の
本
格
的
な
賢
愚
経
研
究
は
、
蒙
古
語
訳
を
読
む
こ
と
か
ら
は
じ
ま

っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
著
者
は
、
賢
愚
経
の
漢
訳
は
も
と
よ
り
、
蒙
古
語

訳
と
チ
、
ヘ
ッ
ト
語
訳
と
に
も
通
じ
て
い
る
と
い
う
空
間
的
な
広
さ
も
合
わ

せ
持
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
著
者
が
賢
愚
経
研
究
に
「
病
み
つ
い
て
」

か
ら
半
世
紀
、
正
し
く
本
書
は
、
著
者
の
○
口
①
旦
冨
の
。
冨
風
勇
○
烏
“

と
し
て
、
こ
こ
に
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
本
書
が
、
今
後
の
賢
愚
経
研

究
者
に
と
っ
て
、
そ
れ
が
佛
教
説
話
集
と
し
て
で
あ
れ
、
よ
き
民
話
の
材

料
と
し
て
で
あ
れ
、
不
可
欠
の
便
利
な
資
料
と
し
て
役
立
つ
で
あ
ろ
う
こ

と
は
自
明
で
あ
る
。（

昭
和
四
五
年
三
月
、
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、
非
売
口
山
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